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Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教えを
活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌を通
じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。
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有り難い命をいただいて
庭野日鑛

立正佼成会会長



会長法話
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ひとつひとつの出会いに導かれて
気づいた仏さまとのご縁
台北教会　黒島 真洋
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まんが立正佼成会入門
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立正佼成会の施設

法輪閣

世界の宗教者や各界の指導者が集まり、平和

について語り合う場として、創立四十周年を迎

えた 1978 年（昭和 53年）に建てられました。

ホールには十一面千手千眼観自在菩薩像が安

置されています。ロビーには、開祖さまの描い

た「成道」と「初転法輪」を原画にした織物が

かざられています。

また、庭園は緑豊かな草木が生い茂り、都会

にいることをわすれさせてくれます。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
「法輪」とは、人びとの苦悩や迷いを解決する

仏さまの説法を、古代インドの理想の王・転輪

聖
じょうおう

王がもつ輪型の武器にたとえたもの。また、

仏さまの教えが人から人へと車輪を転がすよ

うに伝わっていく様子も表している。



まんが 立正佼成会入門
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一乗宝塔

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

開祖さまの入寂から一年後の 2000 年（平成

12年）10 月、法輪閣庭園の東側に一乗宝塔が

建立されました。塔内には、開祖さまの「お舎

利」とともに、愛用した法華三部経やお数珠、

おたすきなどの法具が納められています。

建立には、開祖さまの教え、足
そくせき

跡、人徳をか

みしめ、開祖さまの願いを永久に受けついでい

くとの誓いがこめられています。

緑に囲まれた一乗宝塔の前にたたずみ、開祖

さまの “ 声 ” にジッと耳をかたむけて、自分の

心をふり返ってみましょう。

豆知識

一乗宝塔全体の高さは約 10 メートル、幅約 5

メートルある。本体は直径 2.7 メートル。屋根

と相輪部分はブロンズ（青銅）でできている。
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慈悲から生まれる方便

仏さまのような気持ちで

近ごろ、会員の方々から、「一人でも多くの人に教えをお伝えしたいと努力し

ていますが、なかなか聞いてもらえません」という、嘆きをよく耳にします。

そういう悩みに対する私の答えはただ一つ、「仏さまのような気持ちで説きなさ

い」、これに尽きます。

お釈迦さまは法華経の「方便品」で、「若し法を聞くことあらん者は　一人と

して成仏せずということなけん」と、キッパリと保証しておられます。ですから、

そのお言葉を体して、自信をもって「法」を説けばいいのです。そして、問題

はその「説き方」なのです。

お釈迦さまご自身も、悩んでいる人、苦しんでいる人の一人ひとりに対して、

「明るい社会づくり運動」三重大会（1982年 3月）のあと、大会に参加した鼓笛隊の子どもたちと
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ケース・バイ・ケースで現実的な指導をなさったのです。いわゆる「万億の方便」

を用いられたのです。

たとえば、死んだ赤ちゃんを抱いて、「だれか、この子に薬をください！」と

泣き叫んでいる母親に、「いい薬を教えてあげよう。一人も死人を出したことの

ない家から、ケシ粒をもらってきなさい」といわれました。その母親が町じゅう

をまわってみても、死人を出したことのない家は一軒もありません。そこでハッ

と気がついたわけです。「死んだのは、この子だけではないのだ。お釈迦さまは、

そのことを教えてくださったのだ」と。そして、正気に返ることができたのです。

このような「方便」も、心底から「その人を救ってあげたい」と思う慈悲心が

あってこそ生まれてくるのです。

あるとき、比丘たちが全部出はらった精舎で、腹痛で苦しむ比丘が、自分のも

らした大小便にまみれて転げまわっていました。それを発見されたお釈迦さま

は、その比丘を外へ連れ出され、汚れた衣を脱がせて体じゅうを拭いて、洗っ

た衣に着替えさせてあげました。部屋もきれいに掃除し、新しい草を敷いてそ

の上に座らせました。そのあとで、人間としての生きる道を、きわめて簡単に

お説きになりました。すると、比丘は心身ともに安らかになり、その後、つい

に尊敬される人になったといいます。

この事例からも、「慈悲がすべての原点である」ということを、しっかりと胸

に刻んでおかなければなりません。仏さまのような慈悲心があり、慈悲の行な

いがあれば、それは必ず相手に通じます。

どんな人でも仏さまと同じ性質、「仏性」を授かっています。真理を悟る素質

をもっています。しかし、それはまだ卵です。卵は、あたためなければ雛に孵

りません。卵をあたためる母鶏の胸が、慈悲心にほかならないのです。

 

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.79-81
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皆さん、こんにちは。東京では梅雨が終盤を迎え、本格的な夏の到来が
間近に迫っています。皆さんお元気でお過ごしでしょうか。
7月には盂蘭盆会の行事が行なわれ、新帰寂の御霊をはじめ、代々のご

先祖さまへのご供養が、所属教会や各家庭で手向けられる慰霊の季節を迎
えます。特に今年は、先の大戦終結から80年という節目の年でもあります。
わが家のご宝前には、戦争で亡くなられたご先祖さまのお戒名が一霊、

お祀りされています。今年も心を込めてご供養をさせていただきながら、
平和な社会の実現に向けて、自らの足もとから菩薩行を実践させていただ
きたいと思っております。
今月は、会長先生より「有り難い命をいただいて」と題しご法話を頂戴

しました。命の尊さに思いを巡らすたびに思い出すのは、「人の生を受くる
は難く、やがて死すべきものの、いま生命あるは有り難し。正法を耳にす
るは難く、諸仏の世に出づるも有り難し」という『法句経』の一節です。
今月と来月は、命の重みと尊さに深く思いを致す慰霊行事が行なわれま

す。心静かに祈りを捧げながら、会長先生がお示しくださったように、家
庭や職場などの日々の生活の場で、まず足もとから一歩一歩平和を築く努
力をしてまいりたいと思います。
思いを後世に託して旅立たれたご先祖さまにとって、それが何よりの慰

霊供養になることを願っております。

5月15日、ロサンゼルス教会からの団参参加者を迎えて
（大聖堂法座席、最前列中央が赤川部長）



こころがよろこぶ。
「一食を捧げる運動」の日本語ウェブサイト。精神、概要、
支援している団体からの情報、現地の声、ボランティア活
動の様子など、さまざまな情報を掲載しております。

貧困（飢餓）の解消

教育・人材育成

保健・医療・福祉

緊急救援・復興支援

難民支援

その他

「一食を捧げる運動」とは

一食平和基金の拠出額
（1975 ～ 2024 年）

合計
¥16,012,678,233 19%

緊急救援・復興支援
¥3,040,760,675

環境への取り組み
 ¥446,495,715

文化・宗教
¥338,580,461

3%
2%
2%

一食運動推進・広報
¥378,959,963

14%
その他

¥ 2,270,355,001

7%
保健・福祉・医療
  ¥1,184,892,839

8%
軍縮・予防外交・平和構築
  ¥1,309,861,875

9%
難民支援

 ¥1,387,909,668
15%

教育・人材育成
（会員派遣含）
¥2,382,356,666

20%
貧困（飢餓）の解消
¥3,272,505,370

一食平和基金の拠出額（1975～2024年）

支援分野



過去5年間：2020～2024年の支援事業（地域別）

アフリカ地域

アジア地域

南米地域

ヨーロッパ地域

中東地域



We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp
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